
資料２

令和元年度 局の課題に対する取組みについて
（進捗状況）



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

①区役所及び相談支援室（コーディネーター）を対象にした研修会の開催
⇒ ・区役所実務者・在宅医療・介護連携⽀援コーディネーター合同研修会

令和元年10月18日 開催
・地域包括ケアシステム推進研修会
令和元年12月13日 開催予定

②第2回⼤阪市在宅医療・介護連携相談⽀援室活動報告会（13区）の開催
⇒ ・令和2年2月22日 開催予定

③⼈事異動に伴う区役所担当者への事業について説明会の場の設定
⇒ ・令和元年6月10日開催（前回推進会議にて報告済）

局の課題1に対する取組み

新規



①区役所及び相談支援室（コーディネーター）を対象にした研修会の開催

【日時】令和元年10月18日（金） 午後２時～５時
【場所】福島区役所 ６階会議室
【内容】・『高齢者保健福祉計画・介護保険業計画の概要について』

講師：福祉局高齢者施策部高齢福祉課担当係長 西村 直記氏
・『2018年度 介護報酬改定のポイントについて』

講師：福祉局高齢者施策部介護保険課担当係長 塩谷 朋子 氏
・『ケアマネジメントの現場から～医療との連携について～』

講師：公益社団法人 大阪介護支援専門員協会 副会長 中辻 朋博 氏
・『グループワーク』

区役所実務者・在宅医療介護連携⽀援コーディネーター合同研修会

参加者 53名
内訳： 区役所職員 26名

受託法人・在宅医療介護
連携支援コーディネーター 27名

【自由記載より抜粋】
・現場での状況がよくわかった。参考になった。
・改定の影響がよくわかった。
・報酬面から否応なしに連携が進むように取り込まれており関心した。
・現場でのあれこれをもっと聞きたかった。

アンケート結果より （回収数︓４９名 回収率︓92.5％）
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地域包括ケアシステム推進研修会

【日時】 令和元年12月13日（金） 午後１時３０分～５時
【場所】 大阪市職員人材開発センター 講堂
【内容】 １）講義①

「地域診断（地域アセスメント）について～地域のニーズをどのように把握するか～ 」
講師：大阪成蹊短期大学 准教授 鈴木 大介 氏

２）活動報告
生野区生活支援コーディネーター・西淀川区在宅医療・介護連携支援コーディネーター

３）グループワーク①
活動報告を受けて意見交換

４）講義②
「各事業の連携について～活動報告のポイントを踏まえて～」
講師：同上

５）グループワーク②
各区における今後の連携について意見交換

第2回⼤阪市在宅医療・介護連携相談⽀援室活動報告会（13区）

【日時】 令和2年2月22日（土） 午後２時開始（予定）
【場所】 大阪市立阿倍野区民センター 大ホール
【内容】 １）基調講演

２）１３区からの活動報告（福島区・此花区・中央区・西区・天王寺区・浪速区・淀川区・
城東区・鶴見区・阿倍野区・住之江区・平野区・西成区）



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

①市内病院の連携窓⼝の⼀覧を各区において医療介護関係者に対して情報提供
（前回推進会議にて報告済）

②市内基本保健医療圏ごとの退院⽀援にかかる多職種研修会の開催
（資料３ で説明）

局の課題２に対する取組み

新規

新規



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

局の課題3に対する取組み

①令和元年度 高齢者等実態調査（本人・ケアマネ・介護施設）において
⇒本事業の評価指標となる介護側の調査内容検討

●住 ⺠ ︓ ⽣活満⾜度 幸せ度
●介護支援専門員 ︓ 連携度 従事者満⾜度
●介 護 施 設 ︓ 連携度 貢献度

⼤阪市在宅医療・介護連携推進事業に関する医療施設等アンケート調査実施（平成29年度）
⇒医療側の評価指標 設定

●医療施設側 ︓ 連携度 貢献度 従事者満⾜度
職種機関別連携度 療養場⾯別連携度

これまでの取組み

高齢者等実態調査は現在
福祉局にて集計中。次回推
進会議にて報告予定


